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（ 目 的)    昭和53 年 度の 国民栄 養 調 査成績に よると ，わが国iC is-ける成人女性の約22  価が貧

血で あり ，そ の大 部分 は， 鉄不足 に よる 栄養性 貧 血 で あると推測されている。現在，鉄欠

乏性 貧血 の治 療剤 とし ては ，mm 鉄を･はじ め多 種 のものが用い られてい るが，ときに胃 腸

障害 友ど の 副作用が あ るとい わ れ る。そ こで ，本 研究は ，血液ヘモグロビンが 自然界の食

品中 の鉄 分 として重 要 左鉄供 給 源であ る ことか ら ，牛血ヘモグロビンに 着目し，伴せ て鉄

分と しては ，さ らに 濃 縮さ れた 牛血ヘ ム鉄 の 効果に つい て検討した。

（ 方 法 ）実験動 物に は ，体重 約50 y の ３週 令SD 系雌 ラットを用い た。ラットは29 日間，鉄

欠 乏（ 鉄 無添 加 ）食で 飼育し ， 貧血状 態 とした のち ４群に 分けた。試験食群には 牛血ヘモ

グロビン（Fe  ,   lOppm ）t たはヘ ム鉄（Fe,     10 ppm または20 ppm ）食を20 日間与え，IS!期間

鉄欠 乏食で 飼 育し たコント ロ ー ル食群 と比 較し た 。貧血の回復過程は ，最終l3 日間に 於け

るヘ モグ ロビン 軸 よびヘ マト タ リ ット 値 の変化 から 観察し ，以下の結果を得た。

（ 結果 ）１）ラ ットは29 日間の鉄欠乏食に よね著しい鉄欠乏性貧血を示した。

2）鉄欠乏性貧血 のラットは，ヘモグロビン食またはヘ ム鉄食により ，ヘマト タリット値於 よ

びヘモグロビン値を有意に回復させた。

3）鉄欠乏性貧血 ラット の大 腿骨カルシウム含量 軸よび破断応力は ，試験食によ ね増加する傾

向を示した。

以 上 よ ね，牛血 より精 製 分離し たヘモグロビン軸よびヘム鉄は，鉄欠乏性貧血に，鉄供給

源とし て 有効で ある と考え ら れ ，さ らにCa 代 謝 に も有効である可能性が示唆された。


